
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【京都府・京都市】 

学校名【 京都市立東総合支援学校 】 

１実践テーマ 
Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ ○Ⅴ（複数選択可） 

 

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

中学部 １年（1名）・２年（4名）・３年（3名）合計8名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間「スポーツ」） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・パラスポーツについて知る 
・ルールや順番を守って，友だちや指導者とゲームやスポーツをする 

５ 取組内容 ・3 期に分けて実施をしました。 

 ①ボッチャに慣れる，知る  

 ②ボッチャのゲームを楽しむ 

 ③ボッチャの試合をする，チーム戦をする 

 

１，①ボッチャに慣れる，知る では，ボールの持ち方や投球の仕方，力

加減や距離が意識しできるような取り組みを行った。 

←ボッチャについての説明中 

←ペアーでコロコロキャッチボール 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



←的の上にボールを置く練習 

 

←障害物をよけて的にボールを近づける練習 

 

２．②ボッチャのゲームを楽しむでは，赤チーム・青チームに分かれてゲ

ームに取り組んだ。 

 

３．③ボッチャの試合をする，チーム戦をするでは，チーム戦で試合に取

り組んだ。 

   4 チームに分かれて試合総当たりで取り組む。 

６ 主な成果 

 

・ボッチャの基礎的な練習を毎時間繰り返し取り組むことで，ルールの理
解が難しい生徒もジャックボールを意識して投球する姿が見られるよ
うになってきた。自分なりの投げ方でコントロールが難しかった生徒が
講師の方からのテクニックのアドバイスを受けたことで，的の方向へ投
げたり、強弱をコントロールして投げたりすることができるようになっ
た。ボッチャを通して，仲間意識が芽生え同じチームの友だちを応援し
たり，チームが勝った時には共に喜ぶ姿が見られた。また，友達と相談
して投球順を決めたり，チーム名を決めたりすることでゲームの勝敗を
意識して，楽しみながら取り組む様子が見られた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・自分がどちらのチームか分かるように色つきのゼッケンを着る 

・ボックスサイドラインに赤か青のラインテープを引き投球場所を示す 

・的を狙ってボールを投げるスポーツであることが理解できるように，最

初はジャックボールの代わり生徒の興味を引くキャラクターが描かれ

た大きな紙や点数が書かれた紙を的代わりに使用した。また，生徒の段

階に合わせて的を小さくしていった。 

８主な課題等 ・取り組みの初期の頃にペアで向かい合ってボールを投げ合う（転がし合

う）練習をしていたが，相手の立ち位置を通り越すくらい勢いよくボー

ルを投げていた。ボールを相手の足元でぴったり止めることを意図して

いた練習だったが，その部分が生徒には上手く伝わっていなかった。相

手の足元に紙の的などを敷いておいてその上に止まるように投げる，と

すれば生徒にも理解しやすかったように思う。 

９来年度以降の

実施予定 

 

 

・検討中 

 

 

 

 

 

 

 


